
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営

研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

タ
イ
の
企
業
経
営

の
国
際
比
較

丹

野

勲

は
じ
め
に

神

奈

川
大

学

国
際

経

営

研
究

所

グ

ロ
ー
バ

ル
経

営

研

究

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

は
、

佐
久

間

賢

教
授

を
主

査

と

し
、

田
中

則

仁
助

教

授

、

丹

野

を

副
主

査

と

し

て
、

平

成

三
年

度

よ

り

タ
イ

企
業

の
経

営

に

関

す

る
調

査

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

計

画

し

て

い

る
。

本

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

で
は
、

国
際

比
較

経

営

学

の
視

点

か
ら

タ

イ

で
活
動

し

て

い
る

日
系

企

業
、

欧
米

系

企

業

、

現

地

資

本

企

業

の
企

業
経

営

に

つ
い

て
実

証

研

究

を
行

う

予

定

で
あ

る
。

そ

の
際

、

タ
イ
企

業

経

営

を

取

り
巻

く

文

化
、

社

会

、

経
済

構

造

を

も
重

視

す

る
。

本

研
究

で

は
国
際

経

営

学

ア
プ

ロ
ー

チ

の

み
な

ら

ず

、

経

済

学
、

社
会

学

、

地

域
研

究

、

文

化

研

究

と

い

っ
た
学
際

的

な

ア
プ

ロ
ー

チ
を
試

み

る
。

本

研

究

の

フ

レ
ー

ム

ワ
ー

ク
と

し

て
以

下

を
考

え

て

い
る
。

ー

タ
イ

の
企
業

経

営

構

造

㈲

ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

㈲

経

営

戦

略

④
組

織

⑥
人

事

2

タ

イ

の
文

化

・
価
値

構

造

3

タ
イ

の
社

会

・
経
済

構
造

㈲
社

会

構

造

㈲

経

済

構

造

本

稿

で

は
、

本

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
予
備

的

研
究

と

し

て
、

タ

イ

へ
の
日
系

企

業

の
直

接

投

資

、

タ

イ

の
社
会

構

造

、

お

よ

び
タ
イ

の
文

化

.
価

値

構

造

と
経

営

に

つ

い
て
考

え

て
み

よ
う
。
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タ
イ
へ
の
日
系
企
業
の
直
接
投
資

タ
イ

の
経

済

は
、

近

年

順

調

な

成

長

を
遂

げ

て

い
る
。

実

質

国

内

総
生

産

(G

N
P
)

は
、

八
七

年

は

八

・
四
%
、

八

八
年

は

一

一
・
○

%
、

八
九
年

は
実

績

見

込

み

一
〇

・
五
%

と

、

好

調

な
経

済

発

展

が
続

い

て

い
る
。

こ
の
背

景

に
は
、

海

外

か
ら

の
直

接

投

資

の
増

大

に
よ

る
輸

出

・
設

備

投

資

主

導

の
経
済

発

展

、

農

業

生

産

や
消
費

の
好

調

が

あ

る
。

一
人

当

た

り

の
G

N

P

は
、

八
七
年

の
八
七

八
ド

ル
か
ら

八

八
年

に
は

一
〇

四

三
ド

ル
と

な

り
、

千
ド

ル
台

を
突

破

し

た
。

ア
ジ

ア
地

域

の

一
人

当

た

り

の
G

N

P

で
見

る
と
、

タ
イ

は

日
本

、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
、

台

湾

、

韓

国
、

マ
レ
ー

シ
ア

の
次

に
位

置

し

て

い

る
。

タ

イ

の
ア
ジ

ア
N

I

C

S

入

り

は
、

間

近

で
あ

る
と

言

え

よ

う
。

日
本

企

業

の

タ
イ

へ
の
直

接

投

資

は
、

タ
イ
経

済

の
順

調

な

成

長

と
安

定

し

た

投
資

環

境

が
評
価

さ

れ

て
急

激

に
拡

大

し

て

い
る
。

近

年
、

そ

れ
は
ブ

ー

ム

の
感

さ

え

あ

る
。

一
九

八
四
年

か
ら

八

八

年

ま

で
の
日
本
企
業

の
直
接
藩

実
績

に
よ
る
と
、

八
七
年

か
ら

タ
イ

へ
の
投
資

が
急
増

し
て

い
る
。

B
O
I

(投
資
委
員
会
)

に

提

出
さ
れ
た
日
本
企
業

の
申
請
動
向

に
よ
る
と
、

八
六
年
下
半
期

か
ら

日
系

企
業

の
投
資

は
急
増

し
、

八
六
年

は
、

日
系

企
業

の
申

請
金
額

(登
録
資
本
金

ベ

ー

ス
)

は
、
前
年
度
比
約

四
倍

の

一
六

億
九
〇
〇
〇
万
バ

ー
ッ
を
記
録

し

て

い
る
。

八
八
年

は
、

日
系

企

業

の
申
請
件
数

は
三
八
九
件

で
タ
イ

へ
の
外

国
企
業
直
接
投
資
総

額

の
三
〇

・
六
%
、

金

額

で
も

一
四

八

二
億

バ

ー

ツ
と

三
七

.
二

%

を
占

め

て

い
る
。

日
本

の
届

け

出

ベ

ー

ス
の
海

外
直

接

投

資

実

績

の
統

計

で
も
、

八

八
年

度

は
対

前
年

比

率

二

四

三

.
六

の
増

の

八
億

五
九

〇

〇

万

ド

ル
と
、

ア
ジ

ア
向

け
投

資

額

で
ホ

ン

コ
ン
に

次

い

で

二
位

と

な

っ
た
。

八
九

年

以
降

は
、

タ

イ

へ
の
投

資
ブ

ー

ム
は
沈

静

化

し

て
き

て

い
る

が
、

依

然

と

し

て
高

水
準

の
投

資

が

続

い

て

い
る
。

タ
イ

の
対

日
輸

入

は
、

八
七
年

度

か
ら
大

き

く
伸

び
始

め
、

八
九
年

に
入

っ
て
も
増

勢

が
続

い

て

い
る
。

日

本

か
ら

の
直

接

投

資

の
ブ

ー

ム
期

に
建

設

さ

れ
た

工
場

等

の
施

設

が
本
格

的

に
稼

動

し
始

め

た

こ
と

が
設
備

機

械

等

の
資

本
財

、

部

品

等

の

輸

入

の
増

加

に
結

び
付

い
て

い
る

こ
と

が
背

景

に
あ

る
と
考

え
ら

れ

る
。

な

お
、

日
本

の

タ
イ

へ
の
直

接

投
資

で
注

目
す

べ
き

点

は
、

中

小

企

業

投
資

の
急

増

で
あ

る
。

八

八
年

度

は
、

中

小

製

造

企

業

の

ア
ジ

ア
地
域

へ
の
直

接

投

資

で
、

タ
イ

が
ト

ッ
プ

を
占

め

て

い
る
。

『
ジ

ェ
ト

ロ
白

書

・
投

資

編

』

は
、

タ
イ

進

出

日
系

企
業

の
特

　　
　

徴
と

し
て
以
下

の
四

つ
を
指
摘

し
て

い
る
。

(
一
)
製

品

の
八
〇
%
以
上
を
輸
出
す

る
企
業

が
中
心

で
、
八
六

年
以
降

B
O
I

の
承
認
を
得

た
日
系
企
業
案

件

の
八
割
以
上

が
輸

出
指
向
型

で
あ

る
。

(
二
)
投
資
分
野

で
は
電
気

・
電
子

が
三
割

を
占

め
、
最
大

の
業

種

で
あ

る
が
、
化
学
製

品
、
金
属
加

工
に
加
え
、

工
学
機
械
、
精

密
機
械

な
ど
新
企
業

に
も
進
出

が
見

ら
れ
、
進

出
業
種

が
多
様
化
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し

て

い
る
。

(
三
)

大

手

メ

ー
カ

ー

の
進

出

に
伴

っ
て
協

力

会

社

が

中

間

財

や
部

品

供

給
者

と

し

て
進

出

す

る

ケ

ー

ス
が
見

ら

れ

る
。

(
四
)
電

気

・
電

子
部

門

に
多

く
見

ら

れ

る

が
、
タ
イ

を

ア
ジ

ア

地
域

の
部

品
供

給

基

地

と

し

て
位

置

付

け

よ
う

と
す

る
動

き

が
見

ら

れ

る
。

こ
れ

は

ア
ジ

ア
地

域

の
水

平

分

業

を
促

進

す

る
も

の
と

し

て
注

目

さ

れ

る
。

本

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
は
、

以

上

の
よ
う

な

タ

イ
経
済

の
順
調

な

発

展

に

つ
れ

て
増

大

し

つ

つ
あ

る

日
系

企

業

及

び
欧

米
系

企
業

の

経
営

に

つ

い
て
、

多

角

的

視

点

よ

り
研

究

を
行

う

予

定

で
あ

る
。

ニ

タ
イ
の
社
会
構
造
-
華
僑
に
よ
る
経
済
支
配

タ
イ

で

は
、

中

国
系

住

民

1

華

僑

・
華

人

1

が
経
済

的

に
は

圧

倒
的

勢

力

を
持

っ
て

い
る
。

タ
イ
地

場

企

業

の
多

く

が
華

僑

資

本

で
あ

る

の
み
な

ら
ず

、

外

資

系

企

業

に
お

い
て

も
多

く

が
華

僑

資

本

と

の
合
弁

に

よ

っ
て
経

営

さ

れ

て

い
る
。

タ

イ

の
企
業

経

営

を

研
究

す

る
際

、

華

僑

・
華

人

の
経

営

行

動

の
解

明

は

重
要

で
あ

る
。

タ
イ

に
は
、

潮

州

人

を
中

心

と

し

た
華

僑

・
華

人

が

五
〇

〇

万

に

近

く

お
り
、

タ
イ
全

人

口

の

一
割

近

く

を
占

め

て

い
る
。

そ

し

て
、

タ
イ

の
華

僑

・
華

人

の
特

徴

は
、

タ

イ
人

と

の
混

血

が
驚

く

ほ

ど

進

ん

で

い
る
点

で
あ

る
。

タ
イ

で
は
、

国

民

の
半

数

以
上

三
分

の

二
ま

で
中

国
人

の
血

が

は

い

っ
て

い
る
と

も

い
わ

れ

る
。

華

僑

の

混
血

化

と
現

地

へ
の
同

化

は
、

他

の
ア

ジ

ア
諸

国

と

比
較

し

て
も

き

わ
め

て
進

ん

で

い

る

の
が

タ
イ
社

会

の
特

徴

で
あ

る
。

タ
イ

で
は
、

華

僑

・
華

人

へ
の
抑

圧

・
迫

害

が
歴
史

的

に
少

な

か

っ
た
。

宗

教

が
仏

教

と

い
う

共

通

な

も

の
を
も

っ
て

い
た

こ
と

、

人

種

的

に
も

タ
イ

人

と
中

国

人

は
近

い
関

係

に
あ

っ
た

こ
と
、

ま

た
、

タ
イ

は

長

い
間
独

立

国

家

と

し

て
存

在

し

て

い
た

た

め
、

ナ

シ

剴
ナ

リ

ズ

ム
が

そ

れ

ほ

ど

強

烈

で

は

な

か

っ
た

こ
と

が
、

華

僑

・
華

人

の

タ
イ

へ
の
同

化

が
進

ん

だ
理
由

で
あ

る
と
考

え

ら

れ

る
。本

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
は
、

タ
イ

の
企
業

経

営

に
大

き

な
影

響

を

与

え

て

い
る
華

僑

・
華

人

の
経

営
行

動

を

理
論

と

実
態

の

二

つ
の

側

面

か
ら

研
究

す

る
。

三

タ
イ
の
文
化

・
価
値
構
造
と
経
営

本

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で
は
、

企

業
経

営

に
影

響

を
与

え

て

い

る
と

考

え
ら

れ

る

タ
イ

の
文

化

・
価

値
構

造

を
研

究

す

る
。

タ
イ

の
文

化

と

経

営

に

つ

い
て
、

経

営

学

の
み
な

ら
ず

、

社

会

学
、

人

類
学

、

宗

教

と

い

っ
た
学

際

的

視

点

で
解

明

す

る
予
定

で
あ

る
。

ま

た
、

他

の
ア
ジ

ア
諸

国

や
欧

米

と

の
比
較

と

い
う
観

点

に
た

っ
た
、

国

際

比

較

経

営
学

の
視

点

を
重

視

し

た

い
。

本
稿

で
は
、

そ

の
予
備

的

研

究

と

し

て
、

タ
イ

の
企
業

経

営

に

大
き
な
影
響
を
与

え

る
文
化
要
因

に

つ
い
て
考

え
て
み
た
(唱
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qD

宗

教

文

化

1

小

乗

仏

教

タ
イ

は
仏

教

国

家

で
あ

る
。

タ

イ

の
文

化

に
、

仏

教

の
影

響

が

色
濃

く
存

在

し

て

い
る
。

タ

イ

の
仏

教

は
小

乗

仏

教

で
あ

る
と

い

う
特

徴

が

あ

る
。

タ

イ

の
小

乗

仏

教

の
民
衆

レ
ベ

ル
で

の
理

解

に

つ
い

て
み

て

み
よ
う

。

タ
イ

の
小
乗

仏

教

の
基

本

思

想

の
第

一
と

し

て
、

因
果

応

報

観

が
あ

る
。

こ
の
思

想

は
、

善

行

を
行

え

ば
善

果

を
得

る

こ
と

が

で

き
、

悪

行

を
行

え
ば

悪

果

を
得

る
、

と

い
う
考

え
方

で
あ

る
。

悪

果

に
は
、

「
地

獄
」

の
存

在

も
内

在

し

て

い
る
。

第

二

の
基

本

思

想

と

し

て
、

功

徳

(プ

ン
)

と

よ

ば

れ

る
考

え

方

で
あ

る
。

す

な

わ
ち

、

人

間

は
、

生

前

に
行

っ
た
善

行

と

、

悪

行

と

の
帳

尻

に
よ

り
、

死
後

の
運
命

が
決

定

さ

れ

る

と
考

え

る
。

善

行

の
結

果

と

し

て
得

ら

れ

る
功

徳

が
悪

行

を

上

回

っ
て

い
れ
ば
、

死
後

で
も
幸

福

な

状

態

で
あ

る
と

す

る
。

第

三

は
、

輪

廻

転

生

の
思

想

で
あ

る
。

人

間

は

こ
の
世

で
終

わ

る
も

の

で
は
な

く

、

人

間

は
生

ま

れ

か
わ

り

死

に
か

わ

り

し

て
と

ど

ま

る

こ
と

が
な

い
。

現

在

の
人

間

の
生

存

の
状

態

は
、

過

去

の

無

数

の
生

存

に
お

け

る
帳

尻

の
総
和

と

し

て

の
業

(
カ

ム
)

に

よ

り
決

定

さ

れ

る
と

考

え

る
。

こ

の
思

想

は
、

あ

る
種

の
宿

命

論

で

あ

ろ
う

。

し

か

し
実

際

に
は
、

タ
イ

人

は
宿

命

論

特

有

の
暗

さ

が

な

い
。

そ

れ
は
、

功

徳

の
蓄

積

に
よ

っ
て
、

死
後

の
運
命

を

現

世

に
お

い
て

さ
え

も

、

あ

る
程
度

変

え

る

こ
と

が

で
き

る
と

い
う
希

望

的

楽
観

論

が
内

在

さ

れ

て

い
る
た

め

で
あ

る
。

第

四

は
、

地
獄

(
バ

ー
プ

)

の
存

在

が
示

さ

れ

て

い
る

こ
と

で

あ

る
。

悪

行

が
善

行

を
上

回

れ
ば
、

死
後

の
世

界

と

し

て

の
地

獄

の
存
在

が
指
摘

さ

れ

て

い
る
。

反

対

に
、

善

行

が
悪

行

を
上

回

る

功

徳

の
状

態

で
あ

れ

ば
、

天

国

(
サ

ワ

ン
)

が
あ

る
と

す

る
。

タ

イ

人

の
民

衆

は
、

天

国

よ
り

む

し
ろ
人

間

の
世

に
生

ま

れ

て
、

富

貴

権
勢

に
恵

ま

れ

た
現

世

の
幸

福

の
状

況

を
功

徳

に
対
応

す

る
も

の
と

し

て
理
解

し

て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

功

徳

を
積

め

ば
、

死

後

再

び

こ
の
世

に
戻

っ
て
、

王

様

や
大

金

持

ち

に
な

っ
て
楽

し
く

暮

ら

せ

る
よ

う

に
な

れ

る
、

と

い
う

の
は

そ

の
代
表

的

考

え
方

で
あ

る

。第

五

は
、

出

家

が
功

徳

を
得

る
た

め

の
最

良

の
手

段

と

し

て
認

識

さ

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

タ
イ

で
は
、

男

性

は
若

い
時

期

に

出
家

す

る

と

い
う

習
慣

が

一
般

的

に
な

っ
て

い
る
。

こ
の
よ

う

な

タ
イ

の
小
乗

仏

教

の
思

想

は
、

タ
イ
従

業
員

の
価

値

観

に
も
大

き
な

影

響

を
与

え

て

い
る
。

②

現

実

享
楽

主

義

タ
イ

の
文

化

・
価

値

構

造

と

し

て
指
摘

し

た

い

の
は
、
現

実

享

楽

主

義

で
あ

る
。

タ
イ

の
人

は
、

与

え

ら

れ

た
現

実

の
な

か

で
、

一
日

を
楽

し
く

生

き

よ
う

と

す

る
。

タ
イ

人

は
、

サ

ヌ

ッ
ク

(楽

し

む
)

を
大

切

に
す

る
と

い
う
。

将

来

の
た

め

に
現

在

を
犠

牲

に

す

る
よ

り
、

現

在

の
生

活

を
重

視

す

る
。

楽

し
く

生

き
、

美

味

し

い
も

の
を
食

べ
、

一
日

一
日

が

平
穏

無
事

に
過

ぎ

行

く

こ
と

が

タ

goo
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イ
人

の
心

情

で
あ

る
。

企
業

で

タ
イ
人

は
残

業

を

し

た

が
ら

な

い

と

い
う
声

を
聞

く

が
、

タ
イ

人

は
仕

事

よ

り
家
庭

生
活

を
重

視

す

る
。

タ
イ

の
町

を
歩

く

と
、

夕

方

か
ら

家
族

や
親

戚

同
志

が
屋

台

や
飲

食

店

で
食

事

を
楽

し

ん

で

い
る
姿

を

よ
く
見

か
け

る

し
、

バ

ン

コ
ク

の
よ
う

な

大

都

会

で
は
夜

遅

く

ま

で
デ

パ

ー
ト

で

シ

ョ

ッ

ピ

ン
グ

し

て

い
る
家

族

つ

れ

が
見

ら

れ

る
。

こ
の
よ
う

な

こ
と

は
、

日
本

に

は

あ
ま

り
な

い

こ
と

で
あ

ろ

う
。

タ

イ
人

の
ほ
う

が
日
本

人

よ

り
生

活

を
楽

し

む
術

を

心
得

て

い
る

よ
う

に

も

み
え

る
。

日

本

は
確

か

に
経

済

的

に
は
豊

か

に
な

っ
た

が
、

そ

の
反
面

、

現

在

の
生

活

を
楽

し

み
享

受

す

る
生

活

が
犠

牲

に
な

っ
て

い
な

い
だ
ろ

う

か
。

タ

イ

は
経

済

は
貧

し

い
が
、

日
本

で
は
忘

れ

て

い
る
何

か

が

あ

る

よ
う

に
思

う
。

③

権

威

主

義

ナ

ー
イ

の
社

会

タ
イ

人

は
、

勤

勉

価

値

は

あ

ま

り
重

要

視

さ

れ

て

こ
な

か

っ
た
。

タ

イ

の

エ
リ

ー
ト

は
、

肉

体

労

働
、

工

場
現

場

で

の
労
働

を
低

く

見

て
お

り
、

軽

蔑

す

る
傾
向

が

あ

る
。

日
系

企

業

の
日
本

人

は
、

タ
イ

人

は
怠

け
者

で
勤
勉

で
な

く
、

大

卒

技

術

者

が
現

場

に
入

り

た

が
ら

な

い
と

い
う

印
象

を
持

つ
人

が
多

い
が
、

そ

れ

は
労
働

に

対

す

る
価

値

観

が

日
本

と

相

違

し

て

い

る

た

め

で

あ

る
。
文

化

的

.
歴
史

的

に
見

る
と

、

そ

れ

は

タ
イ

の
チ

ャ
オ

・
ナ

ー
イ
社

会

に
求

め

ら

れ

る
。

チ

ャ
オ

・
ナ

ー
イ

と

い
う

の
は
、

タ
イ

の
旧
社

会

の
制

度

で
あ

る
サ

ク
デ

ィ

・
ナ

ー
制

に
お

け

る
高
級

貴

族

官

吏

の

こ
と

で
あ

る
。

タ

イ
社

会

を
特

徴

づ

け

る

サ

ク
デ

ィ

・
ナ

ー
制

と

は
、

全

国
民

を

領

有

す

る
国

王

が
、

平
民

に

一
定

の
土

地

の
耕

作
権

を

下
賜

し
、

平

民

は

そ

の
代

償

と

し

て
、

賦

役

、

兵

役

、

納

税
等

の
義

務

を
果

た

す

と

い
う

、

封

建

制

度

に
近

い
社

会

制

度

で

あ

る
。

サ

ク

デ

ィ

・
ナ

ー
制

は
、

貴

族
官

吏

が
平

民

を
支

配

し
、

貴

族

階
層

と

平

民

階

層

と

い
う

二

つ
の
階

層

の
階

層

分
化

を

も

た
ら

す
結

果

と

な

っ
た
。

タ
イ

で
は
、

現

在

で
も

エ
リ

ー
ト

は
、

チ

ャ
オ

・
ナ

ー
イ

た

る
貴

族

官

吏

の
よ

う

に
な

る

こ
と
、

チ

ャ
オ

・
ナ

ー
イ

の
よ
う

な

生

活

・
価

値

観

を

持

つ

こ
と

が

理

想

と

さ

れ

て

い

る
。

チ

ャ

オ

・
ナ

ー
イ

の
理

想

的

生
活

規

範

は
、

手

を
使

っ
て

の
労

働

、

肉

体

労

働

を

し
な

い

こ
と
、

金

銭

的

に
出

し
惜

し

み
し

な

い

こ
と

だ

と

さ

れ

て

い
た
。

働

か
な

い

で
、

金

を
浪

費

し

て
生

き

る
と

い
う

貴

族
官

吏

の
よ
う

な
人

が
、

タ
イ

で
は

エ
リ

ー
ト

の
生

活

の
理

想

で
あ

り
、

社

会

か
ら
威

光

を
獲
得

で
き

る
人

な

の
で

あ

る
。

こ

の

よ
う

な
価

値

観

が
現

代

の
タ
イ
社

会

に
依

然

と

し

て
存

在

し

て

い

る
。

例

え

ば
、

大

学

に

お

い

て
も
優

秀

な

学

生

は
、

官

吏

を

目
指

し

て
法

文

系

の
学

部

に
集

中

し
、

技

術
系

学

部

は
人

気

が
な

い
と

い
う
。

大
卒

者

は

、
会

社

に
入

っ
て
も
生

産

現

場

に
入

り

た

が
ら

な

い
し
、

現

場

を
管

理

し

た

り
技

術
的

援

助

を

し

た

り

し

た

が
ら

な

い
と

い
う
。

タ

イ

の
あ

る

日
系

企
業

の
工

場
長

は
、

工

場

長

で

あ

る
自
分

が
率

先

し

て
働

け
ば
、

労

働

者

も
働

く

よ
う

に
な

る
と

刎

思

っ
て

一
生

懸

命

に
働

い
て

み
た

が
、

タ

イ
人

従
業

員

で
誰

も

つ
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い

て
く

る
も

の
が
な

か

っ
た

と
述

懐

し

て

い

る
が
、

こ
れ

は

日
本

と

勤
労

に
対

す

る
考

え
方

が
相

違

し

て

い
る
好

例

で
あ

ろ
う

。

タ

イ

社
会

の
最

高

の
価

値

た

る

チ

ャ
オ

・
ナ

ー
イ

の
理
想

は
、

労

働

し
な

い

こ
と

で
あ

り
、

こ
の
工
場

長

は
、

日
本

人

と

同

じ

よ

う

に

「
工
場

長

さ
え

こ
ん

な

に
働

い
て

い
る

の
だ

か

ら
、

我

々
も
頑

張

ら

な

け

れ
ば
」

と

タ
イ

の
労

働

者

が
考

え

て
く

れ

る

だ
ろ

う

と

い

う
期

待

が

あ

っ
た

の
だ

ろ
う
。

し

か
し
、

現

実

は
、

全

く

逆

に
軽

蔑

さ
れ
、

お

そ

ら
く

「
こ
ん
な

暑

い
と

こ
ろ

ま

で
き

て
、

あ

ん
な

に
働

か
な

け

れ
ば

な

ら

な

い

の
は
、

日

本

で

は
よ

ほ

ど
使

い
物

に

な

ら
な

い
人
間

だ

っ
た

の
だ

ろ
う

」

と

タ
イ

人

に
思

わ

れ

た

た

め

で
あ

ろ
う
。

タ
イ
社

会

は
、

勤

労

と
節

約

を
基

礎

に

し

て
成

立

し

て

い
る
近

代

社
会

か
ら

か
け
離

れ

た
価

値

観

が
依

然

と

し

て
存

在

し

て
お

り
、

ま

た

エ
リ

ー
ト
と

一
般

庶

民

と

の
階

級

・
階
層

格

差

が
依

然

と

し

て
現
存

し

て

い
る
社
会

で
あ

る
。

㈲

個

人
主
義

タ
イ

の
企
業

経
営

に
影

響
を
与

え
る
文
化

・
価
値
構
造

と
し

て

個
人
主
義
的
価
値

が
指
摘

で
き
る
。

た
だ
タ
イ
文
化

の
個
人
主
義

と

い

っ
て
も
、

そ
れ
は
西
洋

に
お
け

る
個
人

主
義
と

は
異
質

の
も

の
で
あ
る
。
周
知

の
よ
う

に
西
洋

の
個
人
主
義

は

一
神
教
た

る
キ

リ

ス
ト
教
文
化

を
基
盤

と
し

て
成
立

し
、
神

と
人
間

と

の

一
対

一

の
関
係

と
し

て
の
個
人
主
義

で
あ
る
。

タ
イ

が
個
人
主
義
的
文
化

を
持

つ
と

い

っ
て
も
、

そ
れ
は
個
人

が
自
由

で
、

独
立
的

で
あ
り

拘
束

・
規

制

を
嫌

う

と

い
う
意

味

で
あ

る
。

で
は
何

故

タ
イ

で
個

人
主

義

が
醸

成

さ

れ

た

の
で
あ

ろ

う

か
。

歴
史

的

に
見

る
と

タ
イ

の
村

落

社
会

は
、
厳

密

な
階

層

関

係

が

存

在

し

て

い
な

か

っ
た
。

個

人

の
社

会
的

位

置

を
支

配

す

る
よ

う

な

固

定

し
た

規

則

が
な

く
、

階

層

的

な

人

間
関

係

や
共

同

労
働

的

ま

と

ま

り

は

あ

る

が
そ

れ

は
全

面

的

服

従

を
意

味

す

る

も

の

で
は

な

か

っ
た
。

タ

イ

の
村

落

社

会

で
は
、

村

民
個

人

の
独

立

性

.
自

主

性

が
守

ら

れ

た
上

で

の
、

村

長

と
村

民
、

老

若

の
あ

る
種

の
社

会

的
位

置

・
階

層

が
認

定

さ
れ

て

い
る
く

ら

い
で
あ

る
。

た

だ
、

年

長

・
先

輩

と

い

っ
た
年

功

的
要

因

は
、

か
な

り
村

落

で

の
人

間

関

係

で
重

視

さ
れ

て

い
た
。

こ

の
よ
う

な

タ

イ

の
村

落

で

の
個

人

主

義

的
価

値

観

は
、

現

在

で
も

依

然

と

し

て
タ

イ

の
文

化

の
特

徴

と

し

て
大

き
く

残

っ
て

い
る
。

さ

ら

に
、

タ
イ

に

お
け

る
個

人

主

義

の
醸

成

の
原

因

と

し

て
考

え

ら

れ

る

の
は
、

タ
イ

社
会

の
家

族

制

度

が
核

家

族

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

タ
イ

で
は
、

中

国

の
よ
う

な
拡

大

家

族

、

日

本

の
よ
う

な
直

系

家

族

と

は
異

な

り
、

結

婚

す

る
と

双
方

の
両
親

か

ら
離

れ

て
独

立

し

て
家

を
構

え

る
核

家

族

形

態

が
村

落

に
お

い

て

一
般

的

で
あ

っ
た
。

核

家

族

制

は
、

個
人

の
独

立
、

自

主

性

や

自

由

を
助

長

し
、

個

人
主

義

的

価

値

を
植

え
付

け

る
。

タ
イ
人

の
個

人

主
義

的

文

化

が
、

タ
イ

人
従

業

員

は
集

団

へ
の

忠

誠

心

・

一
体

感

が
希
薄

で
あ

る
、

独

立

し
た

が
る
、

規

律

を
守

ら

な

い
、

上

下
関

係

・
年

功

を
重

視

す

る
と

い

っ
た

タ
イ

の
企

業

202
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経

営

の
特

徴

を
生

み
出

し

て

い

る
。

お
わ

り
に
ー

こ
れ
か
ら

の
研
究
課
題

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、

平
成

三
年
度
、
佐
久
間
教
授
、

田
中
助

教
授
、

丹
野

の
三
名

を
中
心

に
タ
イ

で
の
現
地
調
査

を
行
う
予
定

で
あ
る
。

研
究
対
象

企
業

は
、

タ
イ

の
日
系
企
業
、
欧
米
系

企
業

ま

た
可
能

で
あ
れ
ば
現
地
資
本

企
業

を
考

え

て
い
る
。

研
究
方
法

と

し
て
、
現

地
従
業
員

や
日
本

や
欧
米

の
派
遣
社

員

へ
の
質
問
紙

調
査
、
聞

き
取

り
調
査

を
中

心
と
し
、

タ
イ
経
営

に
関

す

る
文
献

研
究

を
も
行

い
た

い
と
考

え

て
い
る
。
上
記

三
名

の
研
究
員

は
、

各
自
独
自

の
問
題
意
識

や
研
究

テ

ー

マ
を
も

っ
て
研
究

に
当

た
る

が
、
実
地
調
査

の
段
階

で
は
三
名

が
よ
く
協
議

し

て
共
同
研
究

を

行
う

つ
も

り

で
あ
る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
こ
れ

か
ら

の
重
要
な
研
究
課
題
と

し
て
以

下
を
考
え

て

い
る
。

(
1
)

タ
イ

の
現
場
管

理

ス
キ

ル
の
国
際
比
較

I
S
S

モ
デ

ル

(情
報
共
有
化

モ
デ

ル
)

に
よ

り
、

タ
イ

の
人

事

や
労
使
関
係

に
関
す

る
国
際
比
較

の
視
点

に
よ

る
実
証
的
研
究
。

(
2
)

タ
イ
の
中

小
企
業
と
技
術
移
転

タ
イ

の
下
請

け
企
業
構

造
、
中
小
企
業

に
関
す

る
研
究
、

お
よ

び
日
本

や
欧
米
企
業

の
タ
イ

へ
の
技
術
移
転

に
関
す

る
研
究
。

(
3
)

タ
イ
企
業

の
現
地
社
会

へ
の
貢
献

に

つ
い
て

タ
イ

の
日
系
、
欧
米
系

企
業

が
ど

の
よ
う

に
地
域
社
会

や

コ
ミ

ユ
ニ
テ

ィ
ー

に
対

し

て
貢

献

す

べ
き

か

に
関

す

る
研

究
。

(
4
)

タ
イ

の
近

代

化

と

タ
イ
企

業

の
経

営
構

造

の
変

化

タ
イ

は
急

速

に
近

代
化

、

産

業

化

し

て

い
る

が
、

こ
の
社

会
変

動

に

タ
イ
企

業

の
経

営
構

造

は

ど

う
変

化

し

て
き

て

い
る

の
か
。

近
代

化

・
産

業
化

に
よ

る
収

れ

ん
圧

力
、

文

化

・
社

会

の
多
様

性

に
よ

る
拡

散

圧
力

と

い
う
概

念

よ

り
、

タ
イ

の
企
業

経

営

構
造

、

文

化

・
価
値

構

造

、

社

会

・
経

済

構
造

を

研
究

す

る
。

(た
ん

の

・
い
さ
お
/
経
営
学
部
専

任
講
師
)

(注
)

(
1
)

『
↓
九
九
〇
年

ジ

ェ
ト

ロ
白
書

・
投
資
編
』

日
本
貿
易
振

興

会
、

一
九
九
〇
。

(2
)

前
掲
書
、

一
四
三
頁
。

(3
)

タ
イ

の
文
化

・
価
値
構
造

に
つ
い
て
は
以
下

の
文
献

を
参
照

し
た
。

田
中
忠
治

『
新

タ
イ
事
情
」
上

・
下

日
中

出
版
。

河
部
利
男

『
タ
イ
ー

そ

の
変
動

の
中

で
』
泰
流
社
、

一
九
七

二
。

河
部
利
夫

・
田
中
忠
治

『
東
南

ア
ジ
ア
の
価
値
体
系

タ
イ
』
現
代

ア

ジ
ア
出
版
会
、

一
九

七
〇
。

岩
城
雄
次
郎

『
日
タ
イ
比
較
文
化

考
』
勤
草
書
房
、

一
九

八
五
。

ク
ク
リ

ッ
ト

・
プ

ラ

モ
ー
ト
、

チ

ッ
ト

・
プ

ー
ミ
サ

ッ
ク
著
、

田
中

忠
治
編
訳

『
タ
イ

の
こ
こ
ろ
』

め

こ
ん
、

一
九
七

五
。

石
井
米
雄

『
上
座
部
仏
教

の
政
治
社
会
学
』

創
文
社
、

一
九

七
五
。

石
井
米
雄
編

『
タ
イ
国
ー

ひ
と

つ
の
稲
作
社

会
』
創
文
社
、

一
九
七

五
。
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